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１．主　　催　日本商工会議所 全国商工会議所青年部連合会
２．目　　的
· 今年度商青連の重点施策でもある「各地ＹＥＧ活動への支援の強化」の一環として当事業を実施し、各地ＹＥＧ活動に役に立つ情報を提供する為、全国単会事業の収集と情報の共有化を図る。 

· 各ＹＥＧの実例を募り他単会における事業策定の模範となる事業を表彰することによって、単会の事業実施意欲の高揚を図ると共にメンバーの意識の活性化を目指す。

· 当事業を通じて全国３万人のメンバーが各単会で展開する事業に関する情報を共有し利用できるＹＥＧデータベース構築プロジェクトに繋げる。
· 全国単会に拡がるＡＴ／ＨＰ網を利用し、ＹＥＧ大賞実施の広報・申込み・審査投票を例年より広く行うことによって、各単会における参加意識の向上と、一次審査時の公平性を高める。
· 一次審査の段階で、各ブロックよりＹＥＧ大賞のプレゼンテーション対象単会の選抜を行い、二次審査時の各ブロックにおける連帯感の高揚を図ると共に、次年度には、各ブロックでのＹＥＧ大賞選抜審査会の開催を目指す。
· 二次審査会では、審査会場の効果的な設営も行い、選抜単会におけるプレゼンテーション能力の開発の一助となる事業とする。
３．応募要領
〈募集内容〉
■全国各地のＹＥＧにおいて、単会を代表する事業や単会の組織運営の活性化に役立っている事業

　等、ＹＥＧや地域にとって役に立ち、模範となるような事業を募集します。
■また単会事業を基本とし、他ＹＥＧとの連携、各種団体、組織との連携等幅広い範囲での事業も

　対象として募集します。
〈応募方法〉
■ＹＥＧ事業データベースに、必要事項を申込みフォーム形式にて記入し、事業情報の提供を行っ

ていただくと同時に「ＹＥＧ大賞へ応募」を選択する事により、「対象事業実施日」が期間内で「応募期間」までに登録された情報については、自動的にＹＥＧ大賞のエントリー事業として取り扱うものとします。
■ＹＥＧ事業データベースは、事業内容のわかる画像(JPEG、GIF等)を申込みフォームに指定されている形式で、指定の位置に貼り付けていただけます。
事業詳細に対する添付ファイル等についても、規定の方式により、ＰＤＦやWORD、EXCEL

ファイル等での張り付けが可能です。

※ＹＥＧ事業データーベースとは、各地単会の事業・CBの事例・講演会&講師データ・各単会情報を統合した環境として今年度構築するYEGの総合データベースシステムです。

〈審査基準〉
　 　①重　要　性：指針に基づくＹＥＧらしい活動であるかどうか

　　 ②アピール性：ＹＥＧブランドの普及として地域の注目度が高い活動であるかどうか

　　 ③成　長　性：組織や地域の結束力の基点となり広がりをみせる活動であるかどうか

　　 ④汎　用　性：各単会で取り入れやすい事業であるかどうか

　　 ⑤新　規　性：新たな価値の創造に向かってチャレンジしている活動であるかどうか

　〈対象事業実施日〉
平成１５年４月１日（火）～平成１６年１１月３０日（火）
※本年度は、YEGデータベースへの登録をより促進する為、前年度年度スタートより、本年度ＹＥＧ大賞募集締め日迄に開催された事業とします。

　複数年にわたる継続事業である場合は、中間のまとめとして発表が可能な事業については、応募

可能とします。

　〈応募期間〉
　　平成１６年１１月３０日（火）２４：００まで随時ＹＥＧ事業データーベースによる登録を行って頂きます。
　〈応募対象〉
　　全国商工会議所青年部連合会加盟青年部

　　※主催名が単会の名称となっていない事業でも、実質主催事業であったり、事業の大部分を単会が

実施しているような場合は、応募対象とします。
　〈審 査 会〉
■1次審査会
　期間・場所：平成１６年１２月１０日（金）より平成１７年１月１４日（金）まで随時
　　　　　　　全国各単会会長及び審査員がパソコン上より投票を行っていただきます。
　審査方法　：ＹＥＧ事業データベース閲覧による選考・投票を行っていただきます。
· 各ブロック単位で各ブロック内上位1事業×９ブロック、左記を除き全国集計で上位３事業

　計１２事業を選定します。

　審 査 員　：商青連執行部・相談役・顧問：　２５名×５票＝１２５票
　　　　　　　商青連道府県連代表理事　　：　４０名×１票＝　４０票
　　　　　　　全国単会会長　　　　　　　：４００名×１票＝４００票
　　　　　　　　　　　　　　

■１次審査結果の通知：平成１７年１月２０日位

　　■１次審査選抜単会のプレゼンテーション準備期間：通知受取～平成１７年２月中旬位
■２次審査会
　日　　時：平成１７年２月１７日（木）１５：００～１８：００
　場　　所：岡山県ママカリフォーラム（イベントホール）
　審査方法：１次審査通過１２事業につき１事業約８分間のプレゼンテーションを行い４分間

　　　　　  程度の質疑・講評を受けていただきます。
　　　　　　基本的に点数方式を採用し、最終選考は審査員の協議により行います。
　　　　　　最終選考会は、会長研修会の前泊者懇親会後に行います。
　 審 査 員：ゲスト審査員（大原美術館理事長　大原謙一郎氏）

             商青連審査員（正副直前会長、専務理事、顧問、相談役：計１０名）

　５．表　　彰
　　■審査発表及び表彰
　日　　時：平成１７年２月１９日（土）９：００～１０：４０（内２０分間）
　場　　所：岡山県ママカリフォーラム（コンベンションホール）
内　　容：各賞の発表及び最優秀賞の再プレゼンテーション
　　　　　

　　■各賞の内容
　　　　ＹＥＧ大賞グランプリ　（表彰状ならびに楯の授与：１事業）

　　　　ＹＥＧ大賞　　　　　　（表彰状ならびに楯の授与：４事業）

　　　　小園会長特別賞　　　　（表彰状ならびに楯の授与：１事業）

  ６．結果広報

　　　　商青連ホームページ・日商ホームページ

　　　　商青連発行「翔生」・日商発行「石垣」「会議所ニュース」

　　　　報道各社等に対してのプレスリリース

　７．結果データ化

　　　　全応募事業をＹＥＧ事業データベースとして取り込み、全国３万人のメンバーが各単会で展開

　　　　する事業に関する情報を共有し利用できる全国ＹＥＧデータベースプロジェクトに繋げて　　　　参ります。

　８．その他 

　　　　その他、詳細については、後日、エンジェルタッチを通して、随時お知らせ致します。

